
入はLNG貯槽の性能を確保するうえで大きな弊害となる。ミシシッピ州は2005年に米国南東部を襲った

カトリーナで大きな被害を被った州であり，施工中はハリケーンの来襲こそなかったが，風雨の強

さ・突発性は凄まじいものがあった。そこで雨水侵入対策として，工事口にはひさしと鋼製ドアを設

置し，側壁頂部コンクリートと円周状鋼板の継目にはポリウレタン系の目地材を施した。

3.4 屋根ドームの施工

屋根ドームの施工は7分割にて行った。図-5に屋根ドームの施工分割図を示す。コンクリートの打込

みはすべての鉄筋を配置してから開始となる。屋根ドームの最大勾配は45%であるため，固練りのコン

クリートを使用する必要がある。そこで，実物大試験（写真-14）を行い充填性と施工性の面からコン

クリートのスランプを3.5インチ（≒9cm）と決定した。コンクリート打込み時に内型枠の役目も担う

屋根鋼板がコンクリート自重により座屈するのを防ぐため，内部から圧縮空気によって屋根鋼板を支

持した。内槽工事はその間停止してしまうので，屋根ドームの施工を迅速に終わらせる必要があった。

昼夜2班に分け，昼はバケットによるコンクリート打込み（写真-15），夜は養生と次施工の準備とし

て打継目処理および清掃作業（写真-16）を毎日行った。雨天の影響もあり計画7日間に対して1号は9

日間，2号は8日間で屋根施工を終了した（写真-17）。

3.5 緊張工事

緊張工事は鉛直方向→円周方向の順に行った。円周方向の緊張の際には定着突起の側面にゴンドラ

を設けたので，緊張ジャッキを移動させることが容易だった。円周方向の両引はPC業者の安全ルール

に抵触するとのことだったので，各円周鋼材を片引したのち反対側に移動し緊張した。緊張管理は伸

び管理で行い，鋼材単体では±10%,各段組では±5%とした。緊張・グラウト工には3ヵ月を要した。

4. おわりに

本LNG受入基地”GULF LNG”は機械工事，試運転も無事終

了し2011年6月にLNGコンテナ船を受け入れた（写真-18）。

現在米国ではシェールガスの採掘技術の確立によってLNGの

輸入ではなく輸出に方向転換している。PCLNG地上式貯槽の

需要は今後も大いに見込まれると予想されるので，本稿が参

考になれば幸いである。

写真-15 昼作業状況 写真-16 夜作業状況 写真-17 屋根ドーム完成状況

写真-14 実物大試験状況図-5 屋根ドーム施工分割図

写真-18 LNG船受入状況
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